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10月15日に行われた、第45回村駅伝競走大会。
島越ふれあい公園前の第２中継所で、息子の畠
山誠さんからたすきを受ける畠山勝男さん。

（関連記事は11㌻）

主
な
内
容

●  たのはた村産業まつり ������� ２㌻
●  平成29年度上半期の財政状況 ���� ４㌻
●  村総合防災訓練 ���������� ７㌻
●  村駅伝競走大会 ���������� 11㌻

親
子
の
絆 

た
す
き
に
込
め
て
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ＰＲＯＦＩＬＥ
○性別…男の子
○誕生日…平成29年10月1日
○住所…田野畑村田野畑143-1

○性格…勇敢でしっかり者
○特技…鹿踊りのマネ
○チャームポイント…りりしい角 、包容力のある胸板
○好きなもの…田野畑のおいしいもの全部

　
た
の
は
た
村
産
業
ま
つ
り（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

は
10
月
１
日
、
ア
ズ
ビ
ィ
施
設
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
式
で
は
、
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
タ
ノ
く
ん
」
が
登
場
。
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
村
の
産
業
団

体
や
友
好
都
市
の
埼
玉
県
深
谷
市
、
青
森
県
藤
崎
町

な
ど
村
内
外
か
ら
29
店
が
出
店
。
田
野
畑
の
海
の
幸

や
山
の
幸
、
郷
土
料
理
な
ど
が
並
び
、
訪
れ
た
人
た

ち
を
満
足
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
つ
り
に
は
多
く
の

人
が
訪
れ
、
秋
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

村のマスコットキャラクタータノくん

秋のにぎわい
たのはた村産業まつり

①

③④

⑥⑦

②

⑤

①＿オープニングを飾った田野畑小学校
スクールバンド / ②＿すっかり子どもた
ちの人気者「タノくん」/ ③＿島越自治
親交会のかき氷は、子どもたちに大人気
/ ④＿村内外から多くの参加者が訪れた
ドローン操縦体験 / ⑤＿晴天にも恵まれ
会場には多くの人が訪れた / ⑥＿「田野
畑の唄」を熱唱する松安知行さん㊧とデ
イジー☆どぶゆきさん / ⑦＿会場の皆さ
んも一緒に「田野畑の唄」を歌う
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同日
開催
田
野
畑
の
コ
コ
ロ

盆
踊
り
大
会
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本年度末の完成に向け、建設工事が進む村道長嶺線道路改良舗装事業

平成29年度上半期

財 況状政

■特別会計予算の状況　　※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

区　　　分 予　算　額 収　入　済　額 支　出　済　額

■村有財産の状況
▼土地・建物・有価証券など

種　　別 増　減 合　　計

行政財産
建物 0㎡ 56,307㎡

土地 462㎡ 3,514,040㎡

普通財産
建物 0㎡ 24,687㎡

土地 △1,282㎡ 7,432,672㎡

合　計
建物 0㎡ 80,994㎡

土地 △820㎡ 10,946,712㎡

有価証券・その他 0万円 4億4518万円

地方交付税

村 債

諸 収 入

地方譲与税

使用料及び
手 数 料

そ の 他

総 務 費

そ の 他
県 支 出 金

15億9319万円

収入済額 予 算 額 支出済額予 算 額

0 １億 ２億 ３億 ４億 ５億 ６億 ７億 0７億 ６億 ５億 １億２億３億４億

予算額
収入済額

予算額
支出済額

※�その他…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対
策特別交付金、分担金及び負担金、寄付金

※その他…災害復旧費、諸支出金、予備費

歳入 歳出一　 般　 会　 計
予 算 額   58億1091万円

収入済額   22億2101万円
（収入率   38.2％）

支出済額   12億8185万円
（支出率   22.1％）

議 会 費

0万円

1億4172万円

3285万円

1501万円

922万円

1553万円

1059万円

23億1798万円

3億6387万円

2億 492万円

2億7054万円

5500万円

4800万円

1879万円

3752万円

1276万円

6億4972万円 2億1247万円

4814万円 2574万円

2万円

地方消費税
交 付 金

1億4892万円

9億5664万円

農 林 水
産 業 費

5万円

※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

▼基金の状況
種　　別 増　減 合　　計

財政調整基金 1億2415万円 34億4070万円
田野畑むらづくり基金 150万円 3512万円
土地開発基金 1万円 3588万円
村民研修基金 △367万円 4886万円
ふるさと基金 0万円 672万円
村債管理基金 △2579万円 1億4941万円
福祉基金 4万円 1億2846万円
花笑みの村基金 △32万円 1287万円
庁舎及び公共施設整備資金 122万円 5億1589万円
育英の森造成基金 0万円 182万円
思惟の森交流基金 0万円 579万円
ジャクソン・ベイリー基金 5万円 209万円
東日本大震災災害復興基金 △514万円 1億5170万円
東日本大震災復興交付金基金 △5億4123万円 42億9232万円
東日本大震災津波復興基金市町村交付金基金 △9675万円 1億2084万円
収入証紙購入基金 0万円 100万円
福祉医療資金貸付基金 0万円 200万円

4149万円国庫支出金

2353万円

財 産 収 入

民 生 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

5億1936万円 2億4912万円

3億4765万円

1億6745万円

2億4218万円 5392万円

2億3752万円

商 工 費

7499万円 消 防 費

9892万円

繰 入 金

繰 越 金 3億2914万円

村 税

10億4871万円0万円

1億1194万円

国 民 健 康 保 険 会 計
事 業 勘 定 7億2585万円 2億3415万円 3億2081万円

直 診 勘 定 1億3339万円 2679万円 5333万円

簡 易 水 道 会 計 2億9653万円 1億3041万円 3033万円

集 落 排 水 会 計 6687万円 1934万円 1685万円

下 水 道 会 計 3244万円 147万円 1123万円

介 護 保 険 会 計
保 険 事 業 勘 定 5億2231万円 2億 638万円 2億 345万円

介護サービス事業勘定 1254万円 51万円 601万円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 3700万円 1060万円 833万円

合　　　計 18億2693万円 6億2965万円 6億5035万円

労 働 費

11億5047万円 1億2607万円

6億 265万円 311万円

6億8701万円 8366万円

11億5871万円 2億4191万円

3億2726万円875万円

一
般
会
計
の
予
算
額
は 

58
億
１
０
９
１
万
円
に

　
29
年
度
上
半
期
の
一
般
会
計

予
算
額
は
、
総
額
４
億
３
０
９

１
万
円
を
補
正
し
、
58
億
１
０

９
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
同
期
に
比
べ
10
億
４
３
２
３

万
円
（
15
・
２
％
）
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
に
対
す
る
収
支

の
割
合
は
、
収
入
が
22
億
２
１

０
１
万
円
で
38
・
２
％
、
支
出

が
12
億
８
１
８
５
万
円
で
22
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
道
長
嶺
線
道
路
改
良   

舗
装
事
業
な
ど
を
追
加

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、

村
道
長
嶺
線
道
路
改
良
舗
装
事

業
（
５
６
０
９
万
円
）、
村
道

沼
袋
三
沢
線
道
路
改
良
事
業

（
２
９
０
３
万
円
）、
道
路
維
持

事
業
（
２
０
６
５
万
円
）、
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
施
設
管
理
費

（
２
０
０
０
万
円
）、
保
育
所
運

営
事
業
（
１
１
６
６
万
円
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　村は、皆さんに納めていただいた村税や国・県からの補助金などを財源にし
て、さまざまな事業を実施しています。平成29年度上半期（平成29年４月１
日～９月30日）の村予算の執行状況や基金、村債の現在高などについてお知ら
せします。詳しい内容は総務課（☎34-2111  内線12）に問い合わせてください。

平成29年度

上
半
期
の
財
政
状
況

村債残高42億6107万円（村民１人当たり120万円）のうち、
30億3421万円は交付税算入が見込まれるため、実質残
高は12億2687万円（同34万5500円) となります

※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

■村債現在高の状況（平成29年９月30日現在）

普通債
27億7421万円

（65.1％）

その他
14億4074万円

（33.8％）

災害復旧債
4612万円
（1.1％）

総額
42億6107万円

過疎対策
14億8426万円

（34.8％）

農林水産業
3億1070万円

（7.3％）

教育
3億4776万円

（8.2％）

臨時財政対策
14億3018万円

（33.6％）

減税補てん
965万円 （0.2％）

臨時税収補てん
91万円 （0.0％）

そ
の
他
、
水
産
基
盤
整
備
事

業
（
７
４
６
万
円
）、
島
越
地

区
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復

興
整
備
事
業
（
５
５
４
万
円
）、

地
域
特
産
品
情
報
発
信
事
業

（
４
３
９
万
円
）
な
ど
を
追
加

し
ま
し
た
。

※その他�消防債、民生債、施設整備事業債、総務債

補助災害復旧
2763万円

（0.7％）

単独災害復旧
1850万円

（0.4％）

その他
8693万円

（2.0％）

土木
2億 490万円

（4.8％）

災害援護
7327万円

（1.7％）

自治振興基金
1億4410万円

（3.4％）

辺地対策
1億2230万円

（2.9％）
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村消防団
新しい団長に辞令交付

　村消防団の新しい幹部が決まりま
した。（下記表のとおり）
　新団長への辞令交付式は９月29
日、役場第一会議室で行われ、石原
弘村長から上村繁

しげ

幸
ゆき

新団長に辞令交
付。その後、上村団長から副団長２
人にそれぞれ、辞令が交付されまし
た。
　上村団長は「歴史ある消防団の団
長を拝命し、責任を感じています。
今までの団長の活動を引き継いで、
村民の安心、安全な暮らしを守れる
よう頑張ります」と意気込みを話し
ました。

■村消防団の幹部一覧（副分団長以上）

所属 職名 氏名

団本部

団 長 上 村 　 繁 幸

副 団 長 鍜冶屋敷保美

副 団 長 工 藤 　 茂 益

本 部 長 佐 藤 　 一 弘

分 団 長 有 谷 　 利 彦

１分団
分 団 長 中 村 　 和 洋

副分団長 佐 々 木 一 也

２分団
分 団 長 畠 山 　 広 光

副分団長 鈴 木 　 親 寿

３分団
分 団 長 金 子 　 　 健

副分団長 菊 池 　 裕 彦

４分団
分 団 長 三 田 地 錦 光

副分団長 工 藤 　 守 貞

石原弘村長から辞令を受ける上村繁幸団長

　
村
総
合
防
災
訓
練
は
９
月
24
日
、
田

野
畑
中
学
校
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
に
は
、
住
民
や
関
係
者
な
ど

約
８
５
０
人
が
参
加
。
津
波
避
難
や
土

砂
災
害
警
戒
避
難
、
火
災
防
御
、
初
期

消
火
、
炊
き
出
し
な
ど
17
項
目
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
訓
練
を
と
お
し
て
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
の
行
動
や
備
え
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　｢

午
前
８
時
、
宮
城
県
沖
を
震
源
と

す
る
非
常
に
強
い
地
震
が
発
生
し
、
２

分
後
岩
手
県
沿
岸
に
対
し
て
大
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
た｣

と
い
う
想
定
で
行

わ
れ
た
津
波
避
難
訓
練
。

　
８
時
２
分
、
大
津
波
警
報
を
知
ら
せ

る
防
災
無
線
と
と
も
に
、
沿
岸
地
区
の

住
民
や
消
防
団
員
な
ど
約
２
５
０
人
が

避
難
場
所
ま
で
の
経
路
の
確
認
や
避
難

誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
の
防
災
訓
練
で
は
、

昨
年
の
台
風
10
号
で
の
豪
雨
災
害
を
受

け
、
沼
袋
地
区
で
土
砂
災
害
警
戒
避
難

訓
練
を
実
施
。
地
区
住
民
や
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
リ
ア
ス
倶く

ら

ぶ
楽
部
の
職
員
約

40
人
が
指
定
避
難
場
所
の
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、

火
災
防
御
訓
練
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
試

験
運
用
を
行
い
ま
し
た
。
消
火
活
動
の

様
子
を
ド
ロ
ー
ン
で
上
空
か
ら
撮
影

し
、
中
学
校
に
設
置
し
た
災
害
対
策
本

部
へ
中
継
。
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
消
火

活
動
の
様
子
を
確
認
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
備
え
と
行
動
を
確
認

村
総
合
防
災
訓
練

中学生が行った初期消火訓練（バケツリレー）

ドローンで中継した火災防御訓練 ＡＥＤを使用した心肺蘇生法講習

防災ヘリによる孤立避難者救助訓練

■小選挙区、比例代表の投票区別投票率

投票区 有権者数 投票者数 投票率 順位
今回（前回）

田野畑 337 218 64.69 14（19）

沼　袋 103 63 61.17 17（15）

羅　賀 319 231 72.41 8（ 8）

大　芦 166 115 69.28 10（ 6）

島　越 213 165 77.46 4（ 4）

七　滝 90 59 65.56 13（20）

猿　山 86 52 60.47 18（17）

机 141 113 80.14 3（ 5）

池　名 - - - -（ 1）

甲　地 192 144 75.00 6（ 3）

北　山 119 82 68.91 11（13）

田　代 85 53 62.35 16（11）

西和野 630 398 63.17 15（18）

切　牛 250 188 75.20 5（ 2）

真木沢 109 75 68.81 12（12）

明　戸 83 60 72.29 9（ 9）

巣　合 58 43 74.14 7（16）

千　丈 - - - -（ 9）

尾肝要 68 55 80.88 2（14）

板　橋 22 19 86.36 1（ 7）

計 3,071 2,133 69.46 （70.58）

■小選挙区（岩手２区　定数１）　　　　 ※村の無効投票64票

当落 候補者名 政党等名 村 ２区

畑　　浩治 希望の党 743 98,842

当選 鈴木　俊一 自由民主党 1,326 129,884

■比例代表（東北）　　　※村の無効投票175票

政党等名 村 東北

公明党 171 463,740

日本維新の会 28 127,674

日本のこころ 7 44,960

社会民主党 23 105,589

日本共産党 194 310,559

幸福実現党 8 22,626

自由民主党 866 1,453,871

希望の党 473 912,819

立憲民主党 187 761,117

　
本
村
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
、
村
内
18
の
投
票
所
で
投
票
を
実

施
。
午
後
８
時
か
ら
は
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー

ル
で
開
票
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
村
や
県
内
各
市
町
村
の
開
票
の
結

果
、
小
選
挙
区
の
岩
手
２
区
は
鈴
木
俊

一
氏
（
自
由
民
主
党
）
が
当
選
。
比
例

代
表
（
東
北
）
の
得
票
数
は
左
下
表
の

と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
村
内
の
投
票
率
は
小
選
挙
区
、
比
例

代
表
と
も
に
69
・
46
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

平
成
26
年
12
月
に
行
わ
れ
た
前
回
選
挙

を
１
・
12
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

村
の
投
票
率
は
69
・
46
％

岩
手
２
区
は
鈴
木
俊
一
氏
当
選

　

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
小
選
挙
区
選
出
議
員
選

挙
お
よ
び
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
な
ら
び
に
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
）
が
10
月
22
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

アズビィホールで行った開票作業の様子



　林業の現場でドローンの活用を検討する
ため、岩手県創林会岩泉支部（佐藤浩支部
長）では10月６日、田野畑自然大学校を会
場にドローン講習会を開催しました。講習
会では、宮古市にあるイノベーションラボ
合同会社の山崎善

よし

照
てる

代表を講師に迎え、操
縦体験や先進地での活用事例の紹介が行わ
れました。村森林組合の工藤修

おさむ

参事は「新
しい事に挑戦して、若い人が林業に興味を
持ってもらえればうれしい。今後、活用方
法を検討していきたい」と話しました。

林業の現場でドローンを活用

ホルスタインの体格など競う
　第53回岩手県沿岸ホルスタイン共進会（宮
古地方農業振興協議会主催）は10月７日、岩
泉町の乙茂おでんせ広場で開かれ、宮古・下
閉伊地区の酪農家が約50頭を出品。体格や乳
房の張りなどを競いました。審査の結果36カ
月から48カ月の経産牛の部で田河原憲

のり

幸
ゆき

さ
ん（32）＝浜岩泉＝の出品牛が優等賞を獲得。
さらにグランドチャンピオンに輝きました。
田河原さんは「昨年の台風10号の豪雨災害
で被害を受けた岩泉町の仲間たちと協力し
て酪農を盛り上げていきたい」と話しました。

村の 話題Tanohata　Topics

東北電力から防犯灯など寄贈 夢をかなえるために大切な事
　10月４日、東北電力㈱宮古営業所の菅野
行
ゆき

夫
お

所長と㈱ユアテック宮古営業所の佐々
木正
まさ

人
と

所長が村役場を訪れ、ＬＥＤ防犯灯
10基と取付工事一式を村へ寄贈しました。
菅野所長は ｢明るい街づくりに役立ててい
ただきたいです｣ と石原弘村長へ目録を手
渡しました。この取り組みは、東北電力企
業グループ地域協調活動の一環として行わ
れたものです。寄贈された街路灯は、旧田
野畑児童館付近の村道や机地区に設置する
予定です。

交通死亡事故ゼロ３年を達成

田島直樹岩泉警察署長から表彰を受ける石原弘村長

　村は９月15日で交通死亡事故ゼロ３年を
達成し、岩手県警察本部長から表彰されま
した。伝達式は28日に村役場で行われ、田
島直

なお

樹
き

岩泉警察署長から石原弘村長に称賛
状が手渡されました。田島署長は「村民の
皆さまの地道な活動のおかげで達成できた
と思う。これからも村民をあげて、無事故
を継続していただきたい」と激励。石原村
長は「今後も関係機関や地域住民と協力し
ながら啓発活動などを行い、安心安全な村
づくりに努めていきたい」と話しました。

新井麻衣選手（後列左から７人目）と笑顔で記念撮影石原村長へ目録を手渡す菅野行夫所長㊧と佐々木正人所長㊨
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ドローンの操縦を体験する参加者の皆さん

リバーフィールド・アメイジング・スター号（写真提供：ホルスタイン・マガジン社）

　「スポーツこころのプロジェクト　笑顔の
教室」（日本体育協会など主催）は９月27日、
田野畑小学校（野中光

みつ

男
お

校長、生徒151人）
の５年生25人を対象に行われました。先生
は、女子プロゴルファーの新井麻

ま

衣
い

選手。前
半のゲームでは、仲間と協力することの大
切さを伝え、後半の授業では、自身がプロ
ゴルファーになるまでの経験などを紹介。
新井さんは「自分が夢をかなえられたのは
行動したから。みんなも夢をかなえるため
に全力で行動してほしい」と伝えました。

ドライバーに安全運転を呼び掛ける三浦那柚太くん

　村、交通安全協会田野畑支会、村老人ク
ラブ連合会、岩泉警察署など約30人が９月
26日、道の駅たのはたで交通安全キャン
ペーンを実施しました。秋の全国交通安全
運動に合わせて行ったもので、国道45号を
宮古方面に向かう車のドライバーに、たの
はた牛乳や啓発用品などを配布し、交通事
故の防止を呼び掛けました。若桐保育園の
三浦那

な

柚
ゆ

太
た

くん、三浦遥
はる

くん、三浦紗
さ

椰
や

ちゃ
ん、和山遥

はるか

ちゃんは「安全運転をお願いし
ます」と大きな声で呼び掛けました。

牛乳配り交通安全を呼び掛け

①
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■第45回村駅伝競走大会記録一覧（敬称略）
順
位 チーム名 第１区 第２区 第３区 第４区 第５区

順位 3.4㌔ 順位 4.7㌔ 順位 3.1㌔ 順位 2.3㌔ 順位 5.6㌔

１
沼袋体育会

1時間10分34秒
２

熊谷　直通
13分04秒

３
佐々木　優育

16分56秒
１

吉塚　雄志
11分48秒

２
熊谷　和真

８分46秒
１

吉塚　壮太
20分00秒

２
田野畑体育会

1時間15分17秒
１

小野　順市
12分16秒

１
畠山　誠

15分54秒
４

畠山　勝男
13分15秒

１
佐藤　匠

７分43秒
５

畠山　徳夫
26分09秒

３
羅賀体育会

1時間15分47秒
３

熊谷　諒
13分12秒

２
川畑　勝也

16分29秒
２

大澤　隆成
12分12秒

３
四垂　翔

9分28秒
２

平坂　誠至
24分26秒

４
沼袋アスリートクラブ

1時間26分12秒
６

神山　亮平
17分09秒

４
吉塚　純平

17分48秒
３

吉塚　公太郎
12分30秒

６
熊谷　宗二郎

10分40秒
６

金子　正典
28分05秒

５
平井賀ボトラーズ

1時間26分43秒
４

晴山　海
14分57秒

５
酒向　亮平

21分37秒
５

今泉　順敬
14分22秒

５
中村　修

10分10秒
４

畠山　明
25分37秒

6
マーメイド切牛

1時間27分27秒
５

和山　宗博
15分27秒

６
熊谷　学大

22分39秒
６

千葉　朝日
14分23秒

４
下舘　航輝

９分45秒
３

三上　和利
25分13秒

ー
島越走友会

1時間37分13秒
ー

三浦　昌樹
17分25秒

ー
齋藤　漁星

21分58秒
ー

工藤　鈴斗
12分11秒

ー
工藤　博世

７分51秒
ー

中島　和孝
37分48秒

　
第
45
回
村
駅
伝
競
走
大
会
（
村

体
育
協
会
主
催
）
は
10
月
15
日
、

旧
浜
岩
泉
児
童
館
付
近
か
ら
明
戸

地
区
ま
で
の
５
区
間
19
・
１
キ
ロ

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
、
駅

伝
大
会
に
は
７
チ
ー
ム
が
参
加
。

た
す
き
を
つ
な
ぐ
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
優
勝
は
沼
袋
体

育
会
。
２
位
で
た
す
き
を
受
け
た

５
区
の
吉
塚
壮
太
さ
ん
が
区
間
賞

の
走
り
で
ト
ッ
プ
を
と
ら
え
、
２

大
会
連
続
７
回
目
の
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
第
１
回
大
会
か

ら
45
大
会
連
続
で
出
場
し
て
い
る

畠
山
勝
男
さ
ん(

64)

＝
和
野
＝
に

記
念
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
、
参
加

者
か
ら
は
、
暖
か
い
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

皆さんに支えられて、45

回走り続けることができ
ました。50大会連続出場
に向けて、足の上がる限
り走り続けたいです。

畠山　勝
かつ

男
お

さん

たすきつなぐ熱い戦い
村駅伝競走大会

選手インタビュー
１区　熊谷直通さん
とても疲れましたが、チー
ムのために頑張って走り
ました。

２区　佐々木優育さん
とにかくたすきをつなげ
ようという思いで走りま
した。

３区　吉塚雄志さん
全員がけがなく、完走でき
てよかったです。

４区　熊谷和真さん
優しい先輩たちと一緒に
優勝できてよかったです。

５区　吉塚壮太さん
とても気持ちよく走るこ
とができました。来年は区
間新記録を出したいです。

１区
熊谷直通さん

２大会連続７回目の優勝

沼袋体育会

２区
佐々木優育さん

３区
吉塚雄志さん

４区
熊谷和真さん

５区
吉塚壮太さん

１位でゴールに飛び込む吉塚壮太さん

村の 話題Tanohata　Topics ②

剣道大会高橋君が３位に輝く

熱演に会場が感動に包まれる

会場を感動に包み込んだ全校演劇

　田野畑中学校（小森田孝
たか

道
みち

校長、生徒
73人）の文化祭は10月22日、同校体育館
などで開催されました。今年のテーマは
「Challenge for change～勇気を持って
～」。合唱コンクールでは、クラスごとに
課題曲と自由曲を合唱し、美しいハーモ
ニーを響かせました。全校演劇は「山間の
かなたに…～生命の架け橋のむこう側に
～」を上演。命を守るため橋を架けること
を諦めなかった村民の姿を熱演し、会場は
感動に包まれました。

　第49回三陸沿岸剣道選手権大会（宮古剣
道協会主催）は９月18日、宮古市民総合体
育館で行われ、県内から50人が出場した小
学校低学年個人戦で高橋柚

ゆず

希
き

君（田野畑小
３年）が見事３位に輝きました。高橋君は
「初めて表彰台に登り、とてもうれしかっ
たです。試合では、練習通り攻めることが
できました。剣道は、つらいときもあるけ
ど楽しいです」と笑顔をみせました。田野
畑は、小学校低学年団体戦でも４位に入賞
する活躍をみせました。

４年生の劇「九十九の学校」。物を大事にすることの大切さを伝えた

　田野畑小学校（野中光
みつ

男
お

校長、生徒151

人）の学習発表会は10月14日、同校体育館
で開催されました。１年生から６年生まで
それぞれが、劇や歌などで練習の成果を発
表。１年生は「おはなしがいっぱい～みん
な、なかま～」をかわいらしく演じ、６年
生は日本史を題材にした劇「バトンパス」
で迫真の演技。訪れた保護者や地域の人た
ちからは温かい拍手が送られました。最後
は全校児童が「明日を信じて」を合唱。元
気な歌声が会場に響き渡りました。

小学生に会場から温かい拍手

見事３位に輝いた高橋柚希君（前列㊧）と剣道田野畑チームの皆さん
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2017・11　広報 122017・11　広報13

戦
没
者
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て

請
求
期
限
は
平
成
30
年
４
月
２
日

室
内
シ
ュ
ー
ズ
手
芸
講
座

軽
く
て
暖
か
い
ル
ー
ム
シ
ュ
ー
ズ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
１
３
６
基
を
設
置

省
エ
ネ
で
明
る
い
地
域
づ
く
り

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月

１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

「
第
10
回
特
別
弔
慰
金
」
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
弔
慰

金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
請
求
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

対
象
者
…
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
遺
族
１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す

　
① 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

　
②
戦
没
者
な
ど
の
子

　
③ 

戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

　
※ 

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
こ
と
な
ど
の
要
件
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す

　
④ 

①
〜
③
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

(

お
い
、
め
い
な
ど)

◆ 

支
給
内
容
…
25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

◆
請
求
期
限
…
平
成
30
年
４
月
２
日
㈪

◆ 

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境

課(

☎
34

－

２
１
１
４
　
内
線
25)

　
教
育
委
員
会
は
、「
足
も
と
ぽ
か
ぽ

か
室
内
シ
ュ
ー
ズ
手
芸
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
部
屋
の
中
は
も
ち
ろ
ん
、
旅
先
、
公

共
施
設
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
。
洗
濯
機

で
洗
え
て
何
度
で
も
履
け
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
15
日
㈬
、
16
日
㈭

　
午
後
０
時
30
分
〜
４
時

◆
場
所
…
ア
ズ
ビ
ィ
楽
習
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
…
布
小
物
作
家
サ
ッ
タ
ペ
ッ
タ   

　
佐
々
木
智
子
さ
ん

◆
対
象
…
18
歳
以
上
の
村
民

◆
定
員
…
先
着
10
人

◆
参
加
費
…
１
８
０
０
円
（
材
料
費
）

◆ 

持
ち
物
…
ミ
シ
ン
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

じ
ょ
う
ぎ
、
裁
縫
道
具
一
式

◆
申
込
期
限
…
11
月
10
日
㈮

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
教
育

委
員
会
（
☎
34

－

２
２
２
６
　
内
線

11
）

　
村
は
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
岩

手
県
企
業
局
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て
、

省
エ
ネ
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
の
あ
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
村
内
13
地
区
に
１
３
６

基
設
置
し
ま
し
た
。

◆ＬＥＤ防犯灯設置箇所
地区名 設置数 地区名 設置数
明　戸 ８基 切　牛 ７基
西和野 22基 浜岩泉 １基

和　野 12基 巣　合 16基
菅　窪 28基 田　代 ６基
七　滝 ７基 沼　袋 ９基
大　芦 １基 千　丈 ２基
真木沢 12基 村管理 ５基

平
成
29
年
度
河
川
水
質
調
査

河
川
環
境
お
お
む
ね
良
好

気
軽
に
楽
し
む
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
講
座

リ
ッ
プ
と
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作
り

　
教
育
委
員
会
は
、「
気
軽
に
楽
し
む
ア

ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　
花
の
香
り
。
フ
ル
ー
ツ
の
香
り
。
森

の
香
り
―
。そ
ん
な
ア
ロ
マ
で
リ
ッ
プ
・

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

◆
日
時
…
12
月
６
日
㈬

◆
時
間
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
場
所
…
ア
ズ
ビ
ィ
楽
習
セ
ン
タ
ー
　

◆
講
師
…
安
部
亜
衣
さ
ん

◆
対
象
…
18
歳
以
上
の
村
民

◆
定
員
…
10
人

◆
参
加
費
…
１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

　
※ 

リ
ッ
プ
・
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
は
、

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す

◆
申
込
期
限
…
11
日
29
日
㈬

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
教
育

委
員
会
（
☎
34

－

２
２
２
６
　
内
線

11
）

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
総
務
課
（
☎
34

－

２
１
１
１
　
内
線
16
）

伝承館前に設置した防犯灯

　
村
は
毎
年
、
村
内
河
川
の
水
質
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
９
月
30

日
に
、
６
河
川
12
カ
所
か
ら
河
川
の
水

を
調
査
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
一
部
の
項
目
を
除
い

て
環
境
基
準
の
最
高
ラ
ン
ク
の
Ａ
Ａ
類

型
か
ら
Ａ
類
型
の
基
準
を
満
た
し
て
お

り
、
お
お
む
ね
良
好
な
水
質
が
保
た
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
河
川
の
水
質
は
、
周
辺
の
環
境
や
季

節
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
動
し
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
何
気
な
く

流
し
て
い
る
生
活
雑
排
水
の
影
響
も
受

け
ま
す
。
野
菜
く
ず
を
流
し
に
流
さ
な

い
こ
と
、
お
風
呂
の
残
り
湯
で
洗
濯
を

し
て
排
水
量
を
減
ら
す
な
ど
、
毎
日
の

生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
が
河

川
の
水
質
を
良
好
に
保
つ
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
河
川
の
環
境
保
全
は
き
れ
い
な
海
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
き
れ
い
な

川
、
海
、
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境
課
（
☎

34

－

２
１
１
４
　
内
線
22
）

■平成29年度河川水質調査結果

河川名 採水地点 pH Do
㎎/ℓ

BOD
㎎/ℓ

SS
㎎/ℓ

大腸菌群数
MPN/100㎖

普 代 川
 巣合中の橋付近 7.1 10.6 0.5未満 2 1,300

 青雲橋付近 7.2 10.4 0.5未満 2 920

平井賀川
 砂防ダム付近 7.3 10.6 0.5未満 1未満 350

 平井賀水門付近 7.2 10.6 0.5未満 1未満 490

松 前 川

 松前沢橋付近 7.2 10.6 1.4 2 920

 島越水門付近 7.2 10.5 0.6 2 1,300

 鉄山口バス停付近 7.2 10.4 0.5未満 3 920

 タダラ橋付近 7.2 10.4 0.5未満 3 240

 清流橋付近 7.3 10.5 0.5未満 2 1,600

島の沢川  北の沢と南の沢の合流点 7.1 9.8 0.5未満 1未満 790

白 池 川  河口から約１㎞上流 7.1 10.5 0.5未満 1未満 1,600

田 代 川  普代川との合流点 7.2 10.4 0.5未満 2 220

県環境基準（ＡＡ類型） 6.5～8.5 7.5以上 1以下 25以下 50以下

県環境基準（Ａ類型） 6.5～8.5 7.5以上 2以下 25以下 1,000以下

◆ 水素イオン濃度（pH）�水質の酸性・アルカリ性の状態を示す指標。pH7.0 が中性で、これより低いと酸性、高いとアルカリ性
を示す

◆ 溶存酸素量（DO）�水中に溶解している酸素の量を示す。魚介類が生息するためには、一定以上の溶存酸素量が必要
◆ 生物化学的酸素要求量（BOD）�微生物が有機物を分解した際に消費される酸素量で、河川の有機汚濁を測る指標。有機汚

濁物質が多いほど数値が高い
◆浮遊物質量（SS）�濁りの原因となる有機物やプランクトン、生活排水中の微細な物質の濃度を示す指標
◆大腸菌群数�し尿による汚染の程度などを示す指標



火　災
（９月21日～10月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録

（10月20日現在）　429日

人口と世帯

お知らせお知らせお知らせ

田野畑村公式 YouTube チャンネル→ Village Tanohata田野畑村公式 Facebook → https://www.facebook.com/village.tanohata/

●知 いろいろなお知らせ

●募募 参加者などを募募集中
10月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,551人（± 0） 
　男　  1,768人（+ 3） 
　女　  1,783人（- 3） 
世帯  1,446世帯（+ 2）

　11月９日から15日まで『火の
用心　ことばを形に　習慣に』
をスローガンに、秋の全国火災
予防運動が実施されます。
　この時季は、風が強く空気が
乾燥し、火災の起こりやすい気
象状態が続きます。家の周りに
は燃えやすいものを置かないよ
うにし、外出時やお休み前には
火の元を確認しましょう。
いのちを守る７つのポイント

（３つの習慣・４つの対策）
◆３つの習慣
　①寝たばこは、絶対やめる
　② ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する

　③ ガスこんろなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す

◆４つの対策
　① 逃げ遅れを防ぐために、住
宅用火災警報器を設置する

　② 寝具、衣類およびカーテン
からの火災を防ぐために、
防炎品を使用する

　③ 火災を小さいうちに消すた
めに、住宅用消火器などを
設置する

　④ お年寄りや体の不自由な人
を守るために、隣近所の協力体
制をつくる

◆ 問い合わせ先…宮古消防署田
野畑分署　（☎ 34-2100）

秋の全国火災予防運動

2017・11　広報 142017・11　広報15

◆日時…11月13日㈪
　　　　午後１時～４時
◆場所…宮古合同庁舎（小山田）
◆ 対象者…介護の仕事に就職・
転職を希望する人

◆内容…事業所ＰＲ、個別面談
◆参加費…無料
◆ 参加事業所…岩手県社会福祉
協議会のＨＰで発表します

◆ 申し込み・問い合わせ先…岩
手県福祉人材センターキャリ
ア支援員（☎080-8201-0199）

介護のしごと合同面談会

　宮古地区広域行政組合消防本
部では、10月１日から119番通
報を宮古消防本部内の通信指令
センターで一括受信しています。
　消防車両が出動した際、火災
等情報案内ダイヤルで、自動音
声による災害情報を聞くことが
できます。
　なお、活動が終了した災害情
報は確認できません。
◆ 火災等情報案内ダイヤル 
　☎ 0193-64-0119

◆ 問い合わせ先…宮古地区広域
行政組合消防本部指令課（☎
0193-77-5019）

火災等情報案内を開始

●知

　仙台国税局では、事務の効率
化のため、７月から「仙台国税
局事務センター」を設置し、照
会文書の発送などを集中的に
行っています。
　税務署に提出すべき書類が未
提出の場合、仙台国税局事務セ
ンターから連絡する場合があり
ます。
◆ 問い合わせ先…宮古税務署総
務課（☎ 0193-62-1921）

仙台国税局事務センターを設置●知

　相続・成年後見・借金問題な
ど法律の関係する悩みを抱える
女性のために、女性司法書士が
無料で相談に応じます。
◆日時…11月18日㈯
　　　　午前10時～午後４時
◆ 場所…宮古市司法書士相談セ
ンター

◆ 相談方法…①面談による相談
②電話による相談

◆相談電話番号…0193-77-4017

◆ 問い合わせ先…岩手県司法書
士会（☎ 019-621-7072）

女性のための法律相談会●知

◆日時…11月19日㈰
　午後１時30分～２時30分
◆場所…宮古地区合同庁舎
◆ 対象者…突然大切な人を亡く
された経験のある人、自死遺
族支援に関心のある人など

◆ 講話…大切な人を亡くした方
へ～喪失の理解と悲しみへの
寄り添い～

◆ 講師…藤澤美穂さん（臨床心
理士）

◆ その他…講話終了後に、交流
会を開催します。同じ経験を
持つ遺族が集い、語り合う場
です

◆ 問い合わせ先…宮古保健所保
健課（☎ 0193-64-2218）

大切な人を亡くした方へ●知

　11月13日から19日は、女性の
人権ホットライン強化週間です。
　盛岡地方法務局では、夫や
パートナーからの暴力やストー
カーなど、女性の人権問題の相
談を受付時間を延長して行います。
◆ 女性の人権ホットライン
　☎ 0570-070-810

◆ 受付時間…午前８時30分～午
後７時（平日）、午前10時～午
後５時（土日）

女性の人権ホットライン強化週間●知

　宮古税務署では、平成29年分の年末調整関係事務説明会を下記の
日程で開催します。
◆問い合わせ先…宮古税務署（☎ 0193-62-1921）

平成29年分の年末調整関係事務説明会を開催します●知

開催日 時　間 受付時間 場　所
11月14日㈫ 午後２時～３時30分 午後１時30分～ 岩泉町民会館

11月16日㈭
午前10時30分～正午 午前10時～

宮古市民文化会館
午後２時～３時30分 午後１時30分～

　岩手県保険医協会歯科部会で
は、歯や口の中の健康に関する
無料電話相談 ｢イイ歯デーテレ
ホン相談｣ を実施します。
◆開催日…11月８日㈬
◆ 相談受付時間…午前10時～午
後７時

◆回答時間…午後７時以降
◆ 受付内容…歯または口に関す
る悩みについて

◆相談料…無料
◆ 相談電話番号�019-651-7341

イイ歯デーテレホン相談●知

　岩手県共同募金会では、地域
で身近な福祉課題に取り組んで
いる団体などが平成30年度に実
施する「福祉のまちづくり」事
業を支援するため、助成を行い
ます。
◆ 対象団体…地域の福祉向上を
目的に活動する県内のボラン
ティア・ＮＰＯ団体、自治会
などの任意の住民グループ

◆ 助成額…１万円から20万円ま
で（千円単位で助成）

◆ 対象経費…住民を対象として
行う地域での福祉活動に直接
使用する機器・用具の購入経
費、地域で福祉活動を行う団
体の活動拠点立ち上げに必要
な機器などの購入経費

◆ 応募募方法…申請書類を提出し
てください。詳しくは、問い
合わせてください

◆申請期間…11月30日㈭まで
◆ 応募募・問い合わせ先…村社会
福祉協議会（☎ 33-3025）

福祉のまちづくり支援事業

　厚生労働省では、11月30日を
「年金の日」としています。
　この機会に、年金記録や将来
の年金受給見込額を確認し、未
来の生活設計について考えてみ
ませんか。
　「ねんきんネット」を利用す
ると、いつでも自身の年金記録
を確認できるほか、将来の年金
受給見込額について、年金記録
を基にさまざまなパターンの試
算をすることもできます。
　詳しくは、日本年金機構の
ホームページを確認するか、問
い合わせてください。
◆ 問い合わせ先…宮古年金事務
所（☎ 0193-62-1963）

11月30日は年金の日です●知

◆ 開催日…11月２日㈭、９日㈭、
16日㈭、18日㈯、30日㈭

◆時間…午前10時～午後３時　
　（土曜日は、午後４時まで）
◆場所…宮古市役所１階
◆ 問い合わせ先…岩手弁護士会
（☎ 019-623-5005）

宮古地区法律相談を開催●知

◆日時…11月25日㈯
　　　　午前10時～午後５時
◆場所…アズビィ楽習センター
◆相談料…無料
◆ 問い合わせ先…岩手県司法
書士会相談事業部（☎ 019-

621-7072）

司法書士による相談会開催●知

●知

　資源物として回収されたごみ
は、原料として再利用され、さ
まざまな製品へ生まれ変わりま
す。種類の異なるもの、汚れた
もの、強いにおいがついている
ものが混入してしまうと、再利
用できない場合があります。
　また、カミソリやスプレー缶
などが混入すると、リサイクル
工場での事故や火災につながる
恐れがあります。分別の徹底に
ご協力をお願いします。
◆  問い合わせ先…宮古地区広域
　行政組合事務局施設課
　（☎ 0193-64-2011）　

資源ごみの分別にご協力を●知

　環境省では、「みちのく潮風ト
レイル縦断ミニフォーラム 2017

in田野畑村」を開催します。
◆日時…11月14日㈫
　午後０時30分～２時30分
◆場所…しおさい交流センター
◆ ゲスト…ＮＰＯ法人信越トレ
イルクラブ髙野賢一事務局長

◆定員…50人
◆参加費…無料
◆その他…申し込みが必要です
◆ 申し込み・問い合わせ先…村
　総合観光案内所（☎33-3248）

みちのく潮風トレイルミニフォーラム

●募募

●募募

●募募



　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (11月20日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で３名様に、たのはた
村産業まつりで民謡・歌謡ショー
を披露した、高田透さん、本間
愛音さん、小島伸陽さんから頂
いたサイン色紙が当たります。

Ｑ 　 村産業まつりでお披露目され
　た、村のマスコットキャラク
　ターの名前は？

　Ａ）タノ坊
　Ｂ）タノちゃん
　Ｃ）タノくん

■前号（10月号）の正解
　Ｑ１→Ａ

■先月当選者（敬称略）
　武藤　甲子代（埼玉県）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

おめでた　　 おくやみ
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「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（10月20日現在）

寄付金総額 5366万1788円
823件（村内128件、県内190件、県外505件）

取り崩し額 　　1294万5210円　　
基金残額

( 運用益を含む） 4078万2299円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページを

ご覧いただくか、総務課（☎ 34-2111　内線 15）までご連絡ください。

〔平成29年９月届け出分〕
（一部敬称略）

●健やかに　～誕生～
　佐々木　榎音（えのん）くん
　　　　　賢・麻緒　　 　甲　地
　佐々木　陽飛（はるひ）くん
　　　　　駿也・笑利奈　 西和野
■安らかに　～お悔やみ～　
　佐々木　吉　子 (70)　七　滝
　佐　藤　タ　ネ（95）　尾肝要

せ
ん
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想
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はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（羅賀・机・田野畑方面）

月　日 場　　所 時　間

11月21日  ㈫
平井賀郵便局 ９:35  ～  ９:50
グループホームつくえ付近 10:10  ～ 10:25
田野畑郵便局 10:45  ～ 11:00

◆おきなぐさコース（沼袋方面）
月　日 場　　所 時　間

11月22日  ㈬
産直プラザ尾肝要 ９:50 ～ 10:05
リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:25
沼袋郵便局 10:30 ～ 10:45

◆問い合わせ先�教育委員会（☎34-2226）

No.11

畠山 利
とし

彦
ひこ

さん

　
田
野
畑
生
活
５
カ
月
。
新
米
村
民
の

私
が
抱
く
勝
手
な
田
野
畑
の
イ
メ
ー
ジ

は「
伝
統
や
文
化
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、

排
他
的
な
わ
け
で
は
な
い
」
そ
ん
な
土

地
柄
で
す
。

　
私
は
着
任
当
初
か
ら
、
職
場
の
方
々

に
苗
字
で
は
な
く
、「
利
彦
さ
ん
」
と

名
前
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
理
由
は
、

職
場
に
同
姓
の
方
が
い
る
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
親
し
く
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
た
地
域
の
方
々
も
同
様
に
名
前

で
呼
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
し
て
地

域
の
方
々
と
の
話
の
中
で
よ
く
屋
号
が

出
て
き
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
一
握
り
の
旧
友
や
身
内

以
外
か
ら
名
前
で
呼
ば
れ
る
の
も
、
苗

字
や
住
所
と
関
係
の
な
い
屋
号
と
い
う

も
の
も
と
て
も
新
鮮
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
「
旧
来
の
集

落
で
は
同
姓
の
家
が
多
い
為
で
は
な
い

か
」と
言
う
見
解
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
屋
号
は
先
祖
代
々
か
ら

「
家
」
に
付
け
ら
れ
た
称
号
で
あ
る
こ

と
や
、
名
前
で
呼
び
合
う
の
は
親
し
い

間
柄
と
い
う
解
説
も
有
り
、
単
に
「
同

姓
の
家
が
多
い
」
と
言
う
物
理
的
要
因

だ
け
で
無
い
気
が
し
ま
す
。

　
村
内
で
の
お
盆
を
挟
ん
だ
数
々
の
行

事
を
見
て
も
、
や
は
り
こ
こ
で
は
屋
号

同
様
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
を
大

切
に
し
て
い
る
様
に
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
行
事
で
も
声
を
か
け
て
頂

き
、
名
前
で
呼
ん
で
頂
き
、
新
米
村
民

の
私
を
を
親
戚
の
様
に
温
か
く
迎
え
入

れ
て
頂
き
ま
し
た
。

　「
伝
統
や
文
化
を
大
切
に
し
つ
つ
も

排
他
的
な
わ
け
で
は
な
い
」
そ
ん
な
田

野
畑
の
懐
の
深
い
村
民
性
を
私
も
身
に

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

役立ちカレンダー　　　　   期間：11月１日㈬～11月30日㈭

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

11月
１日

㈬ アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン教室」

アズビィ体育館
（毎週水曜日開催） 19:30 ～ 21:00

教育委員会（内線11）６日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」

アズビィ体育館
（毎週月曜日開催） 20:00 ～ 21:00

７日 ㈫ アズビィ健康スポーツ教室
「ソフトテニス教室」

アズビィ体育館
（毎週火曜日開催） 18:00 ～ 19:00

９日 ㈭ リラックスかふぇ 保健センター 10:00 ～ 11:40 保健福祉課（内線52）

10日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（毎週金曜日開催） 19:00 ～ 21:00

教育委員会（内線11）

12日 ㈰ 第７回バドミントン交流会 アズビィ体育館 ９:00 ～ 13:00

14日 ㈫ 健康相談・健康教育 保健センター 10:00 ～ 11:00 保健福祉課（内線52）

15日 ㈬ 乳児健診 健診センター 12:20 ～ 15:30 保健福祉課（内線53）

16日 ㈭ 口腔粘膜がん検診 歯科診療所 ９:00 ～ 10:00 保健福祉課（内線53）

22日 ㈬ 乳児相談（６～８カ月） 保健センター ９:00 ～ 12:00 保健福祉課（内線53）

30日 ㈭

国民健康保険税６期　納期限 税務会計課（内線31）

介護保険料６期　後期高齢者医療保険料５期　納期限 生活環境課（内線21）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102
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　我が家には、三匹の猫がいます。
二年前の寒い日、我が家の庭に生
まれたばかりの弱々しい子猫が三
匹置き去りにされていました。す
ぐに病院に連れて行きました。お
医者さんからは、「一日遅れたら
命はなかった」と言われました。
今もかわいい猫たちに癒されてい
ます。
　今年の２月、田野畑村料理コン
テストに招待されました。楽し
かったです。この猫たちのおかげ
と思っています。本当に幸せを運
んで来てくれる「招き猫」です。

               　　埼玉県　
坂戸市　武藤 甲子代さ

ん

畠山利彦さんは産業開発公社に勤務しています

　
10
月
15
日
、
駅
伝
競

走
大
会
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
▼
昨
年

は
、
中
止
と
な
っ
た
の

で
、
私
自
身
初
め
て
の

取
材
。
沿
道
か
ら
の
声

援
を
受
け
、
た
す
き
を

つ
な
ぐ
選
手
の
姿
が
感

動
的
で
し
た
▼
第
１
回

大
会
か
ら
45
大
会
連
続

で
出
場
し
て
い
る
畠
山

勝
男
さ
ん
。
私
が
生
ま

れ
る
10
年
以
上
も
前
か

ら
走
る
続
け
て
い
る
こ

と
に
。
本
当
に
す
ご
い

▼
こ
れ
か
ら
も
走
り
続

け
、
ぜ
ひ
50
大
会
連
続

出
場
を
達
成
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

佐
々
木
　
歩)
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●  

一
般
会
計
　 
歳
出
総
額
78
億
２
９
０

　
５
万
円
、
執
行
率
50
・
７
％

　
・ 

起
立
全
員
で
認
定

● 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
事
業
勘
定
　
歳
出
総
額
６
億
６
７
０

　
７
万
円
、
執
行
率
95
・
４
％

○
直
営
診
療
施
設
勘
定
　
歳
出
総
額
１

　
億
１
７
２
４
万
円
、執
行
率
85
・
４
％

　
・ 

起
立
全
員
で
認
定

● 

簡
易
水
道
特
別
会
計
　
歳
出
総
額

４
億
８
３
２
１
万
円
、
執
行
率
78
・

５
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

● 

集
落
排
水
特
別
会
計
　
歳
出
総
額

プ
ト
を
整
理
し
な
が
ら
、
新
た
な
再
生

プ
ラ
ン
を
取
り
進
め
て
参
り
た
い
。

　
併
せ
て
、
村
民
の
願
い
、
根
底
に
あ

る
産
業
全
般
に
わ
た
っ
て
、
地
域
の

方
々
の
役
割
と
生
き
が
い
、
希
望
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
進
め

て
参
り
た
い
。

　
ま
た
、
田
野
畑
村
は
、
人
を
包
み
込

む
壮
大
な
自
然
の
空
気
感
、
空
間
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
自
然
と
人
の
営
み
を

深
化
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
選
択
が

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
地
で
暮
ら
し
を

持
続
可
能
な
村
と
す
る
た
め
の
基
礎
を

築
く
た
め「
仮
称
・
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
テ
ィ

構
想
」
を
ま
と
め
、
健
常
者
と
障
が
い

者
の
ふ
れ
あ
い
、
誰
も
が
平
等
に
暮
ら

せ
る
村
・
豊
か
な
暮
ら
し
の
創
造
づ
く

り
を
推
し
進
め
て
参
り
た
い
。

　
次
な
る
基
本
構
想
に
向
け
、
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
①
産
業
・
な
り
わ

い
の
振
興
（
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
村
づ
く
り
）
②

健
康
（
長
寿)

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

田
野
畑
村
・
ま
る
ご
と
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
③
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
空
間
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
④
教
育
・
文
化
（
生
涯

に
渡
っ
て
学
び
合
う
環
境
、
自
己
の
成

長
、
学
び
合
う
喜
び
）
⑤
広
域
機
能
に

よ
る
人
づ
く
り
と
生
活
の
充
実
の
た
め

の
基
礎
づ
く
り
―
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

　
そ
の
基
本
姿
勢
は
、
地
域
を
愛
す
る

人
・
田
野
畑
村
を
愛
す
る
人
（
住
民
＋

ｏ
ｎ
ｅ
）
の
発
想
力
・
感
性
を
生
か
し

た
街
づ
く
り
・
夢
の
あ
る
村
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

【
質
問
】
本
村
の
教
職
員
の
時
間
外
勤

務
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
担
当
者
の
休
日
の
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】
教
職
員
の
働
き
方
が
問
わ

れ
る
中
、
本
年
５
月
に
村
内
教
職
員
の

一
週
間
の
勤
務
時
間
の
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
は
、
平
日
１
日
の
超
過

勤
務
時
間
の
平
均
は
、
小
学
校
教
諭
は

２
時
間
43
分
、
中
学
校
教
諭
は
２
時
間

51
分
で
あ
っ
た
。
週
60
時
間
以
上
勤
務

で
、
１
ヶ
月
の
超
過
勤
務
80
時
間
以
上

で
過
労
死
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
が
、
小

学
校
教
諭
は
１
名
で
25
％
（
全
国
は

34
％
）、
中
学
校
教
諭
は
３
名
で
38
％

（
全
国
は
58
％
）、
中
学
校
副
校
長
が
該

当
し
た
。

　
ま
た
、
20
時
以
降
の
退
庁
者
は
（
最

高
20
時
30
分
）、
小
学
校
の
延
べ
４
名

に
比
べ
、中
学
校
は
延
べ
14
名
と
多
く
、

部
活
動
指
導
後
に
仕
事
を
す
る
た
め
と

思
わ
れ
る
。　
逆
に
自
宅
で
の
校
務
は
、

中
学
校
の
２
名
に
比
べ
、
小
学
校
は
７

名
と
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
土
日
の
状
況
で
あ
る
が
、
中

学
校
教
諭
８
名
の
土
日
の
部
活
動
指
導

時
間
は
、
平
均
６
時
間
で
、
土
日
と
も

指
導
は
１
名
で
あ
っ
た
。岩
手
県
で
は
、

【
質
問
】
２
期
目
の
村
政
を
担
う
に
あ

た
っ
て
の
決
意
に
つ
い
て
伺
う
。

【
村
長
】
選
挙
戦
を
通
じ
て
の
村
民
の

思
い
は
、
今
を
生
き
る
者
の
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
雇
用
の
場

の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
働
き
方
改
革
を
含
め
た
、
雇
用
の
場

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
平
成
の
時
代
を

迎
え
る
時
か
ら
地
域
問
題
と
し
て
提
起

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
ご
案
内
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
未
解
決
の
部
分
が
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
創
生
の
た
め

の
戦
略
と
合
わ
せ
て
、
産
業
再
生
、
な

り
わ
い
の
構
築
な
ど
に
よ
り
、
雇
用
の

場
の
創
出
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

　
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
長
期
債
務
に

あ
え
ぎ
な
が
ら
も
、
職
員
の
努
力
に

よ
っ
て
維
持
し
て
き
た
産
業
開
発
公
社

を
持
続
可
能
な
組
織
と
す
る
た
め
株
式

会
社
化
を
図
り
、
地
域
会
社
と
し
て
自

立
を
堅
持
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
会
社
、
使
命
と
目
的
の
コ
ン
セ

● 

平
成
28
年
度
田
野
畑
村
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
の
健
全
化
判
断
比
率
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。
実
質
赤
字
比
率

と
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
赤
字
で
は
な

い
た
め
該
当
し
ま
せ
ん
。
実
質
公
債
費

比
率
（
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
借
金

の
比
率
）
は
８
・
６
％
で
早
期
健
全
化

基
準
25
・
０
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
健

全
な
財
政
状
況
と
い
え
ま
す
。

● 

田
野
畑
村
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
・ 

消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

● 

平
成
29
年
度
田
野
畑
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

・ 

１
億
１
８
４
６
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
58
億
４
５
２
万
３
千
円
と
す

る
も
の
。

● 

平
成
29
年
度
田
野
畑
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・   

事
業
勘
定
に
２
８
４
９
万
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
７
億
２
５
８
５
万

 
 

２
千
円
と
す
る
も
の
。

・   

直
営
診
療
施
設
勘
定
に
27
万
１
千
円    

を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
３
３
３
８

　
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

● 

平
成
29
年
度
田
野
畑
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

・   

保
険
事
業
勘
定
に
６
２
６
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
５
億
２
２
３
１

 
 

万
円
と
す
る
も
の
。

● 

平
成
29
年
度
田
野
畑
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・           

16
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
６
９
９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

一
般
質
問

補
正
予
算

議
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

■健全化判断比率

比率名 平成28年度 早期健全化基準

実質赤字比率 ー    15.0％

連結実質赤字比率 ー    20.0％

実質公債費比率 8.6％    25.0％

将来負担比率 ー 350.0％

※比率が算定されなかった場合は「ー」を記載している

上山 明美議
員

平
成
28
年
度
決
算

９月
定例会

村議会だより

１
億
８
２
１
９
万
円
、
執
行
率
88
・

０
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定
　

●
下
水
道
特
別
会
計
　 

歳
出
総
額
２
９

　
７
７
万
円
、
執
行
率
85
・
１
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●
介
護
保
険
特
別
会
計

○
保
険
事
業
勘
定
　
歳
出
総
額
５
億
４

 
 

８
万
円
、
執
行
率
94
・
５
％

○ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
　
歳
出
総 

額
１
１
９
１
万
円
、執
行
率
94
・
５
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
　
歳
出

　
総
額
３
５
９
７
万
円
、
執
行
率
97
・

　
６
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

※ 

各
決
算
の
執
行
率
は
、
予
算
現
額
に

　
対
す
る
歳
出
総
額
の
割
合
で
す
。

　

平
成
29
年
第
６
回
定
例
村
議
会
は
、
９
月
15
日
か
ら
22
日
ま
で
の
８
日
間

(

16
～
18
日
は
休
会)

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
15
日
は
議
案
の
審
議
を
行

い
、
報
告
１
件
、
議
案
５
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
19
日
は
一
般
質

問
が
行
わ
れ
５
名
が
登
壇
、
村
の
姿
勢
を
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年

度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
認
定
７
件
を
審
査
す
る
た
め
、
議
長
を
除
く

全
議
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
中
村
芳
正
議
員
）
を
設
置
。

20
日
か
ら
22
日
ま
で
審
査
を
行
い
、
最
終
日
の
22
日
に
本
会
議
で
い
ず
れ
も
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
同
意
案
２
件
、
発
議
案
２
件
が
追
加

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
う
ち
発
議
案
１
件
を
取
り
下
げ
、
他
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
・
広
報
編
集
委
員
会(

委
員
長
・
菊
地
大
議
員)

一般会計・特別会計の
平成28年度決算を認定
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部
活
動
休
養
日
と
し
て
、
月
２
回
の

日
曜
日
（
原
則
第
２
、
第
４
）

に
加
え
て
、
本
年
度
か
ら
、

毎
週
平
日
１
日
を
休
養
日

と
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
本
村
教
職
員
の

勤
務
時
間
の
調
査
で
は
、

全
国
調
査
の
厳
し
い
現
状
に

比
べ
、わ
ず
か
に
短
い
結
果
で
あ
っ

た
が
、さ
ら
に
改
善
の
必
要
が
あ
る
。

　
村
で
は
、
児
童
生
徒
へ
の
教
育
の
充

実
を
図
り
、
併
せ
て
、
教
職
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
小
学
校
に
４
名
、
中
学
校
に
２

名
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
推
進
員
を

１
名
配
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
学
校
事
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
。
今
後
、
学
校
の
行
事
や
環
境

整
備
な
ど
で
、
保
護
者
ま
た
は
地
域
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
保
護
者

な
ど
の
協
力
を
得
て
行
う
よ
う
、
教
職

員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

(
 

他
に
質
問
が
３
件
あ
り
ま
し
た
。)

【
質
問
】
年
度
途
中
に
お
け
る
幹
部
職

員
退
職
者
２
名
の
退
職
理
由
に
つ
い
て

伺
う
。

【
村
長
】
ご
案
内
の
と
お
り
、
８
月
31

日
付
を
も
っ
て
、
２
名
が
退
職
い
た
し

ま
し
た
。
退
職
理
由
に
つ
い
て
は
、
両

名
と
も
新
聞
報
道
に
も
あ
る
よ
う
に
依

願
退
職
で
あ
る
。

【
質
問
】
１
次
産
業
（
農
業
、
林
業
）

の
振
興
に
つ
い
て
具
体
策
を
伺
う
。

【
村
長
】
農
業
振
興
に
つ
い
て
の
主
な

具
体
策
と
し
て
は
、
適
地
適
作
作
物
の

振
興
、
労
働
条
件
に
合
っ
た
営
農
の
確

立
を
図
り
な
が
ら
、生
産
規
模
の
維
持
・

拡
大
に
つ
い
て
は
経
営
体
１
組
あ
た
り

の
農
業
経
営
の
効
率
化
・
規
模
適
正
化
、

新
規
就
農
の
よ
り
定
着
率
を
上
げ
る
た

め
の
政
策
の
充
実
も
検
討
し
な
が
ら
、

営
農
の
人
材
育
成
の
視
点
を
重
視
し
た

田
野
畑
村
の
地
域
農
業
の
確
立
を
目
指

し
て
参
り
た
い
。

　
ま
た
、
林
業
振
興
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
村
有
林
に
お
い
て
は
、
森
林
経
営

計
画
を
基
に
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
森
林
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
本
村
の
山
村
地
域
に
お
い
て
も
過
疎

化
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
森
林
の
手
入

れ
を
行
う
森
林
所
有
者
が
減
少
し
、
森

林
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の

「
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

事
業
」
な
ど
に
よ
り
、里
山
林
の
保
全
、

森
林
資
源
の
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
の

支
援
と
充
実
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　
民
有
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
田
野
畑

村
森
林
組
合
が
森
林
経
営
計
画
を
基
に

実
施
す
る
整
備
事
業
（
造
林
、
保
育
、

森
林
作
業
道
作
設
）
に
対
し
、
森
林
所

有
者
負
担
分
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
田
野
畑
村
未
来
の
森
づ
く

り
造
成
事
業
補
助
金
」
を
本
年
度
か
ら

導
入
し
、
村
が
か
さ
上
げ
補
助
を
行
っ

て
参
り
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
村
民
に
対
し
補
助
制
度

な
ど
の
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
な
り
わ

い
と
し
て
林
業
振
興
を
進
め
な
が
ら
、

自
伐
型
も
奨
励
、
併
用
し
な
が
ら
、
林

業
振
興
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

(
 

他
に
質
問
が
３
件
あ
り
ま
し
た
。)

【
質
問
】
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
に
対
す

る
危
機
意
識
は
あ
る
か
伺
う
。

【
村
長
】
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
の
弱
点

は
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
欠
如
と
リ
ス
ク
を

恐
れ
て
投
資
を
控
え
る
体
質
、
既
定
路

線
に
固
持
し
た
営
業
方
針
な
ど
が
上
げ

ら
れ
、現
状
維
持
の
営
業
ス
タ
イ
ル
は
、

厳
し
い
経
営
条
件
の
下
で
、
危
機
意
識

を
持
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
明
日
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
る

た
め
に
は
、
経
営
者
で
は
な
く
事
業
者

と
い
う
視
点
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
ホ
テ

ル
、
地
域
に
金
が
回
る
シ
ス
テ
ム
、
そ

し
て
、
地
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
ホ
テ

ル
、
地
域
の
誇
り
と
な
る
会
社
を
醸
成

す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
経
過
し

た
時
点
で
の
観
光
客
の
入
り
込
み
数
の

動
向
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
ホ
テ
ル
に
留
ま
る
こ
と
な
く
地
域
全

体
と
し
て
の
意
識
、
産
業
・
生
活
・
文

化
な
ど
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）

を
生
か
す
こ
と
こ
そ
、
村
全
体
の
資
源

と
人
財
を
生
か
し
て
い
く
た
め
の
「
新

観
光
資
源
連
携
・
創
造
プ
ラ
ン
」
を
ま

と
め
て
い
く
段
階
に
あ
る
と
も
感
じ
て

い
る
。

　
こ
の
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
広
域
の
概

念
を
越
え
、
も
っ
と
広
い
範
囲
で
の
広

域
連
携
を
模
索
す
る
こ
と
も
重
要
と

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
世
界
の
旅
行
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
戦
略

は
、
①
非
日
常
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
②
歴
史
・
文
化

体
験
・
ふ
れ
あ
い
・
国
柄
の
理
解
、
③

友
人
や
親
戚
に
会
う
・
人
に
出
会
う
、

④
自
己
向
上
・
個
人
的
な
趣
味
―
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
行
政

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
村
内
全
て
の
組

織
・
団
体
が
、
田
野
畑
村
総
合
会
社
と

し
て
意
識
を
持
ち
、
危
機
意
識
を
超
え

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
が
喫
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
地
域
創
生
・

地
域
経
済
は
維
持
で
き
な
い
危
機
的
な

状
態
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
水
産
加
工
場
無
し
、
商
店
の
無
い
街

に
な
り
始
め
て
い
る
点
か
ら
も
早
急
な

手
立
て
・
対
処
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
も
、「
仮
称
・
メ
デ
ィ
カ
ル
シ

テ
ィ
構
想
」
を
核
と
し
て
、
人
の
流
れ

を
考
え
た
住
ま
い
、
産
業
再
生
プ
ラ
ン

を
構
築
し
て
参
り
た
い
。

【
質
問
】
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
管
理

態
勢
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
う
ち
、
ど
こ
か
ら
経

営
改
革
に
挑
む
覚
悟
か
に
つ
い
て
伺

う
。

【
村
長
】
経
営
管
理
体
制
の
強
化
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
雇
用

形
態
は
従
来
の
終
身
雇
用
、
年
功
序
列

型
が
欧
米
の
雇
用
形
態
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て

き
て
い
る
こ
と
は
、
議
員
ご
提
案
に
み

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
流
れ
は
大
企
業
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
特
に
Ｉ
Ｔ
関
係
に
多
い
と

い
う
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

　
一
方
、
官
庁
や
中
小
零
細
企
業
に
お

い
て
は
、
日
本
古
来
の
雇
用
環
境
を
堅

持
す
る
あ
ま
り
、
抜
本
的
な
雇
用
形
態

の
移
行
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
と

い
う
の
が
現
状
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
労
働
者
派
遣
事
業
は
多
く
の
企
業
な

ど
で
取
り
入
れ
て
お
り
、
職
の
細
分
化

や
専
門
性
を
有
し
て
い
る
労
働
者
の
需

要
は
多
く
、
求
人
倍
率
も
高
い
と
い
う

の
が
新
聞
な
ど
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
村
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
、

経
営
態
勢
強
化
に
つ
い
て
議
員
提
案
の

意
図
は
十
分
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
在
も
一
部
第
三
セ
ク
タ
ー
に

お
い
て
は
中
小
企
業
診
断
士
や
銀
行
の

助
言
も
受
け
入
れ
経
営
の
刷
新
・
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

う
し
た
検
討
を
重
ね
、
ど
の
よ
う
な
方

策
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
ま
た
、「
企
業
は
人
な
り
」
と
い
う

ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
解
釈

に
つ
い
て
も
二
面
性
が
あ
り
、
本
村
に

と
っ
て
の
雇
用
形
態
の
あ
る
べ
き
姿
を

模
索
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
時
間
を
か
け

る
こ
と
な
く
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
早
急
に
結
論
を
出
し
て
い
く
よ

う
に
努
め
て
参
り
た
い
。

　
次
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
ど
こ
か
ら

経
営
改
革
に
臨
む
か
で
あ
る
が
、
選
挙

期
間
中
、
公
約
の
一
つ
に
産
業
開
発
公

社
の
株
式
会
社
化
を
訴
え
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
多
く
の
村
民
は
、
放
置
さ
れ
た
地
域

課
題
・
働
き
方
改
革
を
産
業
開
発
公
社

か
ら
改
革
し
て
い
く
事
に
、
多
く
の
賛

同
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

の
具
現
化
、
株
式
会
社
化
を
実
現
の
た

め
に
、庁
内
会
議
な
ど
に
お
い
て
、工
程

表
を
策
定
し
て
、
村
民
の
な
り
わ
い
に

貢
献
で
き
る
組
織
再
編
を
含
め
た
早
期

に
産
業
開
発
公
社
の
株
式
会
社
化
を
優

先
し
て
実
現
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

(
 

他
に
質
問
が
７
件
あ
り
ま
し
た
。)

【
質
問
】
風
力
発
電
が
村
内
で
検
討
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
伺
う
。
ま
た
、
経
済
産
業
省

が
７
月
28
日
公
表
し
た
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
「
科

学
的
特
性
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
村
の
所

見
を
伺
う
。

【
村
長
】
村
内
で
検
討
さ
れ
て
い
る
風

力
発
電
事
業
で
あ
る
が
、
日
本
風
力
開

発
株
式
会
社
が
本
村
と
岩
泉
町
、
普
代

村
に
ま
た
が
る
地
域
で
３
２
０
０
〜

３
６
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
級
の
風
車
25
基

を
整
備
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
本
村
に
は
12
基
程
度
を
建
設
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
11
月
に
環
境
影
響
評
価
法
第
３

条
の
４
の
規
定
に
基
づ
く
計
画
段
階
の

環
境
配
慮
書
の
縦
覧
、
今
年
５
月
に
環

境
影
響
評
価
法
第
７
条
に
規
定
す
る
環

境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
が
実
施
さ

れ
、
地
域
住
民
の
意
向
を
確
認
し
、
国
、

県
の
審
査
を
経
な
が
ら
計
画
が
作
成
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
環
境
影
響
に
問
題
が
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
風
力
測
定
で
営
業
に

適
し
た
風
力
が
確
保
で
き
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
実
施
設
計
な
ど
を
経
て
平
成
34

年
か
ら
営
業
運
転
開
始
と
な
る
予
定
で

あ
る
と
の
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
次
に
、
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
こ
の
特
性
マ
ッ
プ
に
お

い
て
、
本
村
は
「
好
ま
し
い
特
性
が
確

認
で
き
る
可
能
性
が
相
対
的
に
高
い
」

地
域
の
中
で
も
「
輸
送
面
で
も
好
ま
し

い
」
と
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
表
示
で
記
さ

れ
て
い
る
。

　
国
で
は
、
こ
の
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ

を
通
じ
て
、
地
層
処
分
の
仕
組
み
や
日

本
の
地
質
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
１
人

で
も
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
理
解
を
深
め
て
頂
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
マ
ッ
プ
自
体
は
、
自
治
体

に
何
ら
か
の
判
断
を
求
め
る
も
の
で
は

な
く
、
一
方
的
に
調
査
を
開
始
す
る
こ

と
も
な
い
と
し
て
い
る
。

佐々木 芳利議
員

９月
定例会

村議会だより

中村 勝明議
員 大森 一議

員
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し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本

村
は
津
波
被
災
地
で
も
あ
り
、

基
幹
産
業
で
あ
る
１
次
産

業
へ
の
風
評
被
害
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
後
、
本
件
に
関
す
る
調

査
な
ど
の
要
請
が
あ
っ
た

場
合
に
お
い
て
も
、
絶
対
、

受
け
入
れ
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
こ
の
事
は
、
過
去
の
先
人
が
阻
止

し
て
き
た
原
発
阻
止
の
歴
史
に
恥
じ

な
い
よ
う
、
対
応
し
て
参
り
た
い
。

【
質
問
】
産
業
開
発
公
社
の
株
式
会
社

化
が
村
の
方
針
と
聞
く
。
い
つ
変
え
る

予
定
か
。
特
産
品
開
発
、
１
次
産
業
の

振
興
を
ど
う
展
望
し
て
い
る
か
伺
う
。

【
村
長
】
産
業
開
発
公
社
の
株
式
会
社

化
で
あ
る
が
、
経
営
診
断
・
経
営
の
方

向
性
な
ど
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
整

備
機
構
支
援
事
業
に
よ
る
会
計
士
、
中

小
企
業
診
断
士
な
ど
の
派
遣
に
よ
る

経
営
診
断
、
北
日
本
銀
行
の
地
方
創
生

支
援
に
よ
る
経
営
診
断
を
組
み
合
わ

せ
、
経
営
状
況
の
分
析
と
経
営
執
行
の

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
就
任
以
降
、

公
社
経
営
の
改
善
を
図
り
、
産
業
の
基

幹
部
門
と
し
て
機
能
再
生
す
る
プ
ラ

ン
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
専
門
化

の
方
々
の
経
営
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、

今
後
の
経
営
の
方
向
性
を
見
出
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
診
断
に
お
い
て
、
現
状
の
生
産

施
設
条
件
で
は
こ
の
先
は
望
め
な
い
こ

と
、
今
後
の
経
営
形
態
の
選
択
肢
に
お

い
て
は
、
株
式
会
社
化
す
る
こ
と
が
ベ

タ
ー
な
選
択
で
あ
る
と
の
中
間
報
告
が

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
同
公
社
の
総
会
お

よ
び
理
事
会
に
お
い
て
、
こ
の
方
針
を

基
本
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
改
革
は
、
産
業
開
発
公
社
単
体

の
経
営
改
革
と
い
う
前
提
で
も
あ
る

が
、
産
業
開
発
公
社
の
設
立
の
目
的
・

使
命
を
果
た
す
た
め
に
も
、
地
域
産
業

に
貢
献
し
、
な
り
わ
い
を
支
援
し
、
地

域
産
業
を
開
発
す
る
と
い
う
機
能
を
保

持
し
再
生
す
る
こ
と
も
明
確
に
し
な
が

ら
、
委
託
の
運
営
と
そ
の
方
向
性
を
見

直
し
な
が
ら
、
産
業
開
発
部
門
全
般
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
与
す
る
再
編
で

も
あ
る
。
今
回
の
株
式
会
社
は
、
牛
乳

部
門
に
特
化
し
た
株
式
会
社
化
を
主
に

し
、現
在
、事
務
レ
ベ
ル
で
工
程
表
の
策

定
を
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
当
該
整
備
に
関
す
る
構
想
を

ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

情
報
開
示
、
議
会
を
始
め
関
係
機
関
に

対
す
る
説
明
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
、

事
業
化
に
向
け
て
、
鋭
意
取
り
進
め
て

参
り
た
い
。

　
特
産
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
村
の
農

林
水
産
物
お
よ
び
優
れ
た
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
優
れ
た
人
材
の
発
掘
な
ど

に
よ
り
、
多
く
の
生
産
者(

住
民)

や

産
業
団
体
が
関
わ
る
持
続
的
な
も
の
づ

く
り
の
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
産

品
や
生
産
現
場
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
、付
加
価
値
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、

買
い
手
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
産
業
全
般
の
健
全
な
発
展
を

進
め
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
設
立
し
た
「
田
野
畑
村
６
次
産
業

化
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、
国
の

地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
を
活
用
し

た
「
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事

業
」
を
展
開
し
、
商
品
開
発
と
販
売
力

強
化
・
サ
ポ
ー
タ
ー
創
出
、
人
材
育
成
、

情
報
発
信
の
た
め
の
ソ
フ
ト
コ
ン
テ
ン

ツ
の
制
作
な
ど
各
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
事
業
展

開
は
、
新
た
な
会
社
体
制
の
構
築
を
進

め
る
「
産
業
開
発
公
社
」
が
そ
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
改
革
を
進
め

て
参
り
た
い
。

(
 

他
に
質
問
が
７
件
あ
り
ま
し
た
。)

【
質
問
】
待
機
児
童
の
現
況
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
２
期
目
の
子
育
て
支
援

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も

り
か
所
見
を
伺
う
。

【
村
長
】
待
機
児
童
の
現
況
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
月
ご
と
に
変
動
す
る
こ
と

を
ご
理
解
頂
き
な
が
ら
、
現
時
点
で
は

若
桐
保
育
園
に
お
い
て
４
名
が
待
機
し

て
頂
く
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
保
育
補
助
１
名
を
確
保
で

き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
10
月
中
旬
か
ら

数
名
の
待
機
を
解
消
で
き
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
そ
の
調
整
を
図
っ

て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
若
桐
保
育
園
に

お
い
て
は
入
園
希
望
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
保
育
士
や
保
育
補
助
の
募
集

活
動
を
継
続
し
て
行
い
人
員
確
保
に
努

め
る
な
ど
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
に
努
め

て
参
り
た
い
。

　
次
に
、
２
期
目
に
際
し
て
の
子
育
て

支
援
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、「
田
野
畑
村
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
計
画
」
や
関
係
法
令
に
基
づ
い
た
施

策
を
実
施
し
て
参
る
所
存
で
あ
る
。 

　
具
体
的
に
は
、
た
の
は
た
児
童
館
、

若
桐
保
育
園
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
充
実
と
職

員
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
平

成
28
年
度
か
ら
、
た
の
は
た
児
童
館
、

若
桐
保
育
園
の
総
体
的
に
「
認
定
こ
ど

も
園
」
へ
の
移
行
し
た
場
合
、ま
た
は
、

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
を
若
桐
保
育
園
に

統
一
し
た
場
合
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児

を
た
の
は
た
児
童
館
に
統
一
し
た
場
合

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
す
る
こ
と

も
含
め
田
野
畑
村
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
に
お
い
て
、
多
角
的
に
検
討
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
踏
み
込
ん
だ
提
言
も
頂
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
制
度
設
計
を
含
め
て
議
論
を

重
ね
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、
児
童
手
当
の
給
付
お
よ
び
乳

幼
児
・
妊
産
婦
へ
の
医
療
費
助
成
、
村

単
独
事
業
で
あ
る
高
校
生
ま
で
の
児
童

生
徒
に
対
す
る
医
療
費
自
己
負
担
分
の

給
付
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。
　

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り

良
い
保
育
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
と
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
、

併
せ
て
、
所
信
表
明
演
述
で
も
触
れ
た

よ
う
に
、
個
別
的
な
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
情
報
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
の
個
性

を
大
事
に
し
た
父
母
と
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
に
つ
い
て
も
、
視
野
に
入
れ
る
段
階

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

【
質
問
】
津
波
で
被
災
し
た
行
政
区
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
維
持
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

【
村
長
】
平
素
よ
り
地
元
自
治
会
活
動

や
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
サ
ロ

ン
の
開
催
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
復
興
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
被
災
行
政
区
に

あ
っ
て
は
地
域
の
地
理
的
分
散
や
、
高

齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
関
す
る
課

題
な
ど
が
加
わ
り
、
地
域
行
事
へ
の
参

加
者
の
減
少
や
担
い
手
不
足
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
づ
く
り
の
起
点
は
「
住
民
」
で

あ
り
、
住
民
一
人
一
人
の
思
い
を
対
話

に
よ
っ
て
合
意
形
成
し
、
地
域
の
将
来

像
を
住
民
自
ら
が
実
現
し
て
い
く
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
住
民
だ
け
で
は
困
難
な

取
り
組
み
に
対
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
や
協
働
の
む
ら
づ
く
り
推
進
事

業
費
補
助
金
な
ど
で
村
も
支
援
し
て
参

り
た
い
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
課
題
を
把
握
し
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
を
継
続
的
お
よ
び
新
規
制
度
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
参
り
た

い
。
所
信
表
明
で
述
べ
た
と
お
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
は
地
域
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
年

【
賛
成
】
村
民
の
願
い
は
、
一
日
も
早

い
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
復
旧
を

遂
げ
、
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
あ

る
。
東
日
本
大
震
災
に
係
る
復
旧
・
復

興
事
業
は
、
計
画
事
業
の
約
90
％
が
実

施
済
み
、
ま
た
は
実
施
中
と
な
り
、
平

成
30
年
度
の
関
連
事
業
の
完
了
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
水
産
業
の
早
期
再
建
に
向

け
、
水
産
物
の
流
通
拠
点
と
な
る
魚
市

場
や
定
置
網
休
憩
施
設
が
整
備
さ
れ
た

ほ
か
、
共
済
掛
金
に
対
す
る
補
助
な
ど

が
な
さ
れ
た
。
防
災
の
地
域
づ
く
り
で

は
、
津
波
避
難
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
事
業
な
ど
、

災
害
時
の
多
様
な
情
報
手
段
の
確
保
や

迅
速
な
広
域
的
救
助
活
動
を
進
め
て
い

く
た
め
の
事
業
に
も
着
手
す
る
な
ど
、

意
欲
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
そ

れ
に
、
沿
岸
部
と
村
中
心
部
な
ど
を
結

ぶ
主
要
幹
線
道
路
５
路
線
の
う
ち
４
路

線
は
完
成
し
、
残
す
は
長
峰
線
の
改
良

舗
装
工
事
の
み
と
な
っ
た
。

　
そ
の
他
で
は
「
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
事
業
」
が
展
開
、
地
域
情
報
化

の
推
進
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

を
目
指
す
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
財
政
面
を
見
る
と
、
財
政
調
整
基

金
、
庁
舎
お
よ
び
公
共
施
設
整
備
基
金

な
ど
、
将
来
展
望
に
立
っ
た
基
金
の
確

保
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
質
公

債
費
比
率
は
８
・
７
％
、
将
来
負
担
率

０
と
、
健
全
化
判
断
比
率
は
、
良
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
が
87
・

９
％
と
な
っ
て
お
る
点
に
は
留
意
す
る

よ
う
付
言
す
る
。

　
以
上
の
事
に
鑑
み
、
平
成
28
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
各
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
賛
成
す
る
。

度
に
拘
る
こ
と
な
く
実
証
事
業
な
ど
含

め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
維
持
の
た
め
の

事
業
化
な
ど
、
柔
軟
か
つ
即
応
性
を討

　
論

大森 一議
員

９月
定例会

村議会だより

畠山 拓雄議
員

持
っ
た
対
応
を
す
る
こ
と
、
内
容
に

よ
っ
て
は
、
村
と
の
連
携
事
業
も
視
野

に
入
れ
て
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。
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がんばろう！東北　　がんばろう！岩手　　がんばろう！田野畑

平
成
29年

11月
１
日

№
608

165

澤口  葵
あおい

くん（２歳２カ月）
敦士さん・瞳さん＝西和野＝

お母さんからのひとこと

　アンパンマンと機関車トーマスが
大好き。テレビに映ると大興奮 !!

　性格は、元気いっぱいで、いたず
らっ子。元気でたくましい男の子に
なってね。

211

★仕事は？
　　10月１日から宮古消防署田野畑分署で消
　防士として働いています。
★休日は何をしていますか？
　�　最近フットサルを始めました。
★理想の女性のタイプは？
　　趣味を認めてくれる、寛大な女性。
★今頑張っていることは？
　　来年開催される「第47回全国消防救助
　技術大会」に出場する事を目標に、日々訓
　練に励んでいます。
★最後に一言お願いします！
　�　１日も早く分署員として戦力になり、田
野畑村の皆さんのために頑張っていきま
す。よろしくお願いします。

街角インタビュー　がんばってます 173

村
長 

石
原 

弘 

の

   

村
長
コ
ラ
ム

38

○
小
学
校
学
習
発
表
会
で
聞
い
た
歌
！

佐藤 俊
しゅん

介
す け

さん（26）＝宮古市＝
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広
報

た
の

は
た

　
田
野
畑
小
学
校
の
学
習
発
表
会
で
、
５
年
生

が「
未
来
へ
の
一
歩
」と
題
し
た
劇
の
中
で
歌
っ

た「
ひ
ま
わ
り
の
約
束
」の
替
え
歌
に
は
、
子
ど

も
た
ち
の
郷
土
愛
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

村
に
は
た
く
さ
ん
の
自
然
や
魅
力
が
あ
る
よ

昔
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た

思
い
が
た
く
さ
ん
あ
る

な
ん
と
な
く
過
ご
し
た
日
々
が

学
ん
で
か
ら
変
わ
っ
て
い
っ
た

田
野
畑
が
好
き
だ
よ

自
然
が
豊
か
な
こ
の
村
を

ず
っ
と
残
し
て
い
こ
う

私
た
ち
の
子
に
未
来
の
子
に

ず
っ
と
笑
っ
て
い
て
ほ
し
く
て

北
山
の
よ
う
な
大
き
な
そ
の
優
し
さ
も

ぬ
く
も
り
も
全
部

私
た
ち
が
ず
っ
と
届
け
て
い
き
た
い

こ
こ
に
あ
る
田
野
畑
の
良
さ
に
気
づ
い
た
か
ら

　
子
ど
も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
や
ぬ

く
も
り
の
あ
る
田
野
畑
村
を
未
来
に
つ
な
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
が
一
つ
に
な
る
事

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。


